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牛 肝 抽 出液中 に み られ る NADPH に 特異的な新 し

い ジ ヒ ド ロ ブテ リ ジ ン 還 元 酵素 （DPR ）につ い て

中西信夫 （都 立 大 ・理 ・生 物）， 長谷 川 宏幸 （浜 松

医大 ・
医

・
生化）， 小林健

一一
郎 ・秋野美樹 （都立大

・理 ・生物）

Anew 　en τyrne ： NADPH 　 specific　 dihydropteri・

dine　reductase 　from　bovine　 liver　extracts
NoBuo 　 NAKAN エsHI

，
　 HIRoYuKI 　 HAsEGAwA

，

K £ N −lcHIR6 　KoBAYAsH エ，　 MIKI 　AKIxo

　 フ ェニ ル ア ラ ニ ン 水 酸化酵素系 の 補酵素 テ トラ ヒ

ド P ビ ォ プ テ リ ン （H ，BP ） は 反応 の 際 共役 酸化 さ

れ て キ ノ ノ イ ドジ ヒ ド ロ ブ テ リ ン （q
−H3BP ） と な

る G こ れ を 還元型 ピ リ ジ ン ヌ ク レ オ チ ドに よ っ て 再

還 元 す る酵素 DPR に つ い て 現 在 ま で に 報告 され

た も の は す べ て DPNH に よ り特異的 な 活 性 を 示

す。筆者 らは 牛肝 抽出液中 に ，今ま で に 報告 さ れ て

い る DPR （D −DPR ） とは 異 な る，　 TPNH に ょ り

特異 的 な DPR （T −DPR ）の 存在を 発見 した 。 こ れ

は 以下 の 実験 に よ っ て 確証 され た 。 （1）牛肝 の 酢酸抽

出液を ク 叩 フ オ ル ム
ー

エ タ ノ ー
・レ処 理 ・硫安分画

後 DEAEseph ．　 A −−50 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ny （4D

mM 　I（PB 　pH 　7．4）で T −DPR は D −DPR と完全

に 分離 す る。  酢酸抽 出 液 を デ ィ ス ク ゲ ル 電気泳動

し TPNH で 活性染色 を 行 う と DPNH を用 い た 時

とは 異な る 位置 が 染色 され た 。 そ の うち の 1 つ は 部

分精製 した T −DPR を 泳動 し 活性染色 した 時 の 位

置と
一

致す る 。 （3）q−H2BP の 還元活性 を TPNH
，

DPNH に つ い て 比較す る と，　 T −DPR の 5Q μM
TPNH 時 の 活性 を 1 とす る と 3．1 μM 　TPNH で 86

％，3．ユptM 　DPNH で O％ ，
5011M 　DPNH で 0．08

傷 で あ っ た 。 D −DPR の 50 μM 　DPNH の 時 の 活

性 を ユ とす る と 3．1pM 　 DPNH で 94％ ，3．　1　pM
TPNH で 0％ ， 50μM 　TPNH で 27鬼 の 活駐 が あ

っ た 。T −DPR と D −DPR は TPNH ，　DPNH に

対 して 全 く逆 の 挙動を 示 し た。（4）フ ェ
ニル ア ラ ニ ン

水酸化反応 系を用 い ，T −・DPR と D −DPR を チ 卩 シ

ン の 生 成量 に よ っ て 比 較す る と T −DPR の 場合 は

TPNH を D −DPR の 場台は DPNH を用 い た 時に

よ り多 くの チ ロ シ ン が 形成 され た 。 以上 の こ と か ら

T −DPR は 今 ま で に 報告 さ れ て い る DPR （D −DPR ）

とは 全 く異 な る， TPNH に 特異的 な キ ノ ノ イ ドジ

ヒ ド 卩 プ テ リ ン 還 元 酵素で あ る と考 え る 。

血清中 に 存在す る カテ プ シ ン 離 出促進因子 に つ い て

宮本瑞枝 ・寺 山　宏 （東大 ・理 ・動物）

StudiEs　on 　the 　serum 　factoτ st 三mulating 　the 　ca
鱒

thepsin−release 　from　isolated　froln　the 　rat 　hver

MlzuE 　 MIYAMoTo
，
　 HIRosHI 　 TERAYAMA

　 細胞 増殖 に ともな う リ ゾ ゾ ーム の 活性化機構解 明

の た め ，ラ ッ ト肝 よ リ リ ゾ ゾーム を 分離 し ， 分離 リ

ゾ ゾー
ム か らの カ テ プ シ ン 離出に お よぼす 血 清 の 影

響 を 調 べ て い た と こ ろ，ラ ッ トお よ び 牛 血 清中に ♪

カ テ プ シ ン 離出を制禦す る因 子 が存在す る こ とを見

出 した 。

一
つ は，熱に 不 安定 な ， お そ ら くは 蛋 白 と

考 え られ る 高分子性 の カ テ プ シ ン 離 出阻害 因子 で あ

り， 他 の
一・つ は ，熱 に 安定 な 低分子性 の 離出促進因

子 で あ る。ネ ズ ミ に 部分的肝 切除手術 を 行 うと爺後

極短時間内 に
， 血 清の 離出促進因子活性 が 一

時的 に

急増す る こ とは す で に 報告 し た 。 が，こ の 因子 が 果

し て in　 viWO で 肝細鞄 の リ ゾ ゾ ーム を活性化 し ， 細

胞増殖 を 誘起 し うる か 否 か に つ い て は 末だ 不 明 で あ

る 。

　 今回 ，牛血 清 よ り調製 した 促進因子を 含 む粗 画分

を i．p．投与 した と こ ろ マ ウ ス 正 常肝 に お け る 〔
14C

］
−

TdR の DNA へ の 取 りこ み が著明 に 増大 す る こ と

が 明 ら か と な っ た 。 血清加熱上清中 の カ テ プ シ ン 離

出促進 因 子 は ，
：1・一テ ル ，酢エチ ，n

一ブ タ ノ ール 等

の 有機溶媒に は 転溶 さ れ な い 。有機溶媒 処 理 後，

ア ン バ ーラ ィ bCG −−50 を 用 い カ ラ ム ク ロ マ b を行

うと，本活性因子 は ， pH 　7，0 で は カ ラ ム を素通 り

す るが ，pH 　5．0 で は カ ラ ム に 吸着 され る
。 溶出液

の pH を徐 々 に 上 げ て 行 く と， 溶出液の pH が

6．8 位 に 達 し た 所 で，活性 因 子 が 可 成 り精製 さ れ た

形 で 溶 出 さ れ て 米た。こ の 画分は ， 360　m μ に 吸 光

極大 が 認 め られ ， ニ ン ヒ ド リ ン 反応．モ ー リ ッ シ ュ

反応 陽 性 で あ っ た が ， こ の よ うな 性質 が
， す べ て 本

促進因子 に きせ られ る の か ，尚共存す る物質に よ る

の か に つ い て，今後更 に 分析を進 め た い と思 う。
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